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Previous studies on satisfaction with governmental policy have mainly examined potential determinants 
of  such satisfaction at the citizen level. The present study, however, focuses on the problem of  why 
a regional gap in satisfaction has arisen within Tokyo’s central 23 wards. Quantitative analysis was 
performed on this regional gap from the theoretical standpoints of  social capital and metagovernance 
within the study of  network governance. This research also situates the factor of  civil society within 
public policy study and deals with policy satisfaction in terms of  the quality of  local governance. The 
results show that smaller government is associated with a higher degree of  policy satisfaction. Community 
management is found to be more successful when civil society organizations and local governments 
form stronger governance networks and there is abundant social capital at the local level. In addition, 
policy satisfaction is high when local governments proactively intervene in civil society organizations. 
In other words, this study finds the existence of  local governments in the era of  governance does not 
signal a decline in governments’ administrative capacities, but rather that the extension of  civil society 
organizations in local governments has deepened. Thus, it has become clear that local governments’ 
coordination with society, supported by social capital, is essential in achieving good governance.
キーワード：政策満足度、社会関係資本、メタ・ガバナンス、ネットワーク・ガバナンス、東京 












































北区、江東区・杉並区・大田区・板橋区の群、目黒区における分布の推移が統計的に 5 % 水準で有意（Kruskal 
Wallis 検定、漸近有意確率0.040）であった。さらに、非営利組織からみた政策満足度は、散布図からは















区分 自治会調査 社会団体調査 NPO調査 市区町村調査
調査機関 2006.8～2007.2 2006.12～2007.3 2006.12～2007.3 2007.8～2007.12
対象 自治会の長 団体のリーダー 団体のリーダー 4部署の行政職員









調査票配布数（b） 33,438 91,101 23,403 7,308
回収数（c) 18,404 15,791 5,127 4,550
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図２　財政状況（１人区民税＋普通交付金）と政策満足度の関係
表２　政府規模からみた市民社会組織の政策満足度に関する単回帰結果
N Adj.R2 F値 標準化係数 R 標準化係数 R
model1注1 19 0.254 4.068 1.774 *** -0.455 ***
model2注１ 11 0.459 5.241 -11.518 ** -0.425
model3 22 0.138 4.365 -0.423 ** - -























































12 「平成28年地方公共団体定員管理調査結果」によれば、「地方公共団体の総職員数の推移（平成 6 年〜平
成28年）」をみると、当初3,282千人雇用されていたが、平成28年には2,737千人と、対平成 6 年比で約−
























の視点から各国の統治パフォーマンスと関連して検証されてきた（Cusack 1997; Rice 2001; Knack 

















人的資源管理，目標管理（management for results），情報技術を反映した Government Performance 
Project（Governing Magazine and the Maxwell School of Citizenship and Public Affairs at Syracuse 
University の協力による）によって提供された制度パフォーマンス評価を用いている。





































会調査19のうち「自治会活動：スポーツレク活動への加入世帯の参加状況（ 5：8 割以上〜 1：2 割以
下の五件法のうち 5 + 4 の割合）」に関する設問と、「住民同士つきあい：新旧住民の交流（ 5 : 円滑
である〜 1 : 円滑ではないの五件法のうち 5 ＋ 4 の割合）」の設問を特別区別に集計し、コミュニティ
のソーシャル・キャピタル（凝集性）指標として設定した20。さらに、非営利組織（NPO＋社会団体）
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を対象とした調査21では、組織運営の内部構造について尋ねた「一般会員がイベント等の実地活動に
参加する程度（ 5 : 非常に頻繁〜 1 : まったくないのうち5,4の回答）」を対面関係が構築された自発的
結社の指標として設定した。
加えて、「一般の人に向けて行う①懇談会・勉強会・フォーラム（ 5 : 非常に頻繁〜 1 : まったくな
いの五件法のうち 5 ・ 4 を回答）と②シンポジウム・イベント（ 5 : 非常に頻繁〜 1 : まったくないの
五件法のうち 5 ・ 4 を回答）」の活動を異質な人々を橋渡しする自発的結社の指標として設定した。




model1 自治会活動：スポーツ・レク活動 10 0.350 5.854 0.650 ** 0.650 **
model2 住民つきあい：新旧住民交流 11 0.389 7.366 0.671 ** 0.671 **
model3 自発的結社の特徴（対面橋渡し型）注1 12 0.302 5.763 0.605 ** 0.605 **
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遣し、自治体との関係が協調的であるという傾向をガバナンス・ネットワークが密に形成されている
特別区であると仮定した。この指標と政策満足度との関連性を検討したものが表 4 及び表 5 である。
表４　ガバナンス・ネットワークと非営利組織の政策満足度図表：ガバナンスネットワークと非営利組織の政策満足度
N Adj.R2 F値
model1 モニタリング 19 0.289 8.328 0.573 *** 0.573 ***
model2 請願・陳情 23 0.148 4.834 -0.433 ** -0.433 **
model3 パブリックコメント・公聴会 23 0.137 4.500 -0.420 ** -0.420 **
model4 政策執行への協力 20 0.251 7.325 0.539 ** 0.539 **
model5 委員の派遣 20 0.306 9.377 0.585 *** 0.585 ***


















model7 モニタリング 10 0.400 6.989 0.683 ** 0.683 **
model8 請願・陳情 12 0.421 8.994 0.688 *** 0.668 **
model9 パブリックコメント・公聴会 12 0.383 7.828 0.663 ** 0.663 **













および自治会や NPO、第三セクター団体との接触の働きかけについて、「 1 ＝あちらからが多い」、「 2






























果を詳述し、Model 1 は、非営利組織の政策満足度、model 2 は自治会の政策満足度の結果を示す。







model1 福祉課：ネットワーク（双方向） 14 0.293 6.389 0.589 ** 0.589 ***
model2 環境課：　　　　　〃 17 0.340 9.233 0.617 *** 0.617 ***
model3 産業振興：　　　　  〃 17 ー ー ー 0.172
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R 2 R 2
R 2（調整済み） R 2（調整済み）
有効分析サンプル数 有効分析サンプル数
設立年数（10年間隔） 0.505 *** 属性要因 加入世帯数 0.179 ***
常勤スタッフ数 0.119 *** 新旧住民交流 0.092 *
一般会員のイベント参加 0.080 *** 自治会活動（スポーツ・レク） 0.095 **
懇談会・勉強会 0.051 *** モニタリング 0.350 ***
シンポジウム・イベント 0.128 *** 特別区との関係 0.101 *
請願・陳情 0.311 *** 請願・陳情 0.311 ***





開かれたネットワーク注１（合計） 0.131 ** 一般行政職員数／人口一万（H18） 0.109 ***
ネットワーク・双方向性（福祉） 0.096 *** 人口密度／可住地面積（H18） 0.124 **
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